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 さて、今晩のご飯は何

を作ろう？冷蔵庫にお肉

がある。家族は皆、肉料

理が大好き（Plan: 計画）

そう思ってハンバーグを

作ったら（Do:実行）、お

皿を見るとたくさんの食

べ 残 し が … （ Check:点

検）、飽きてしまったのか

と、次はコロッケにした

（Action: 改善）のだけど

やっぱりあんまり食べて

くれない。 

どうしてでしょう？ 

  

・冷蔵庫を確認した

らお肉があった。 

・家族はみんな肉料

理が好き。 

・ハンバーグなら喜

ばれるだろう。 
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 『食事が残る』という例えは、地域福祉活動で言うと『本当に来てほしい人に来てもらえな

い』、『地域の理解が得にくい』ということです。 

 R Research ֝ Њ  

 なぜ料理が残ったのか聞くと、家族からは「もうすぐ健康診断だから」、「給食に肉料理が出

た」と返答が。そこで今度はサラダなど野菜中心の料理を作ると全て食べてもらえました。 

つまり、事業の対象になる人（例では家族）のニーズや状況を知る（調査する）ことで次に

どのような事業（料理）を考えたら良いのか、非常にわかりやすくなります。 
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